
2018年漁業センサス(速報)からみた鳥取県の漁業

漁業センサスは、漁業の生産構造や就業構造を明らかにし、漁村、流通・加工業等、漁業をとりまく実態と変
化を総合的に把握するため、水産業を営んでいる全ての世帯や法人を対象に５年ごとに行われています。

〔２０1８年漁業センサス（平成３０年１１月１日現在）〕
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漁業経営体数と漁船隻数の推移
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漁業経営体数

漁船隻数
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15歳～39歳 40～59歳 60歳以上 女性男性（ ）
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主とする漁業の種類

漁業就業者の推移

漁業経営体が主として

営んだ漁業種類を見ると

釣、採貝・採藻、刺網、底

びき網の４種が大部分を

占めています。

前回調査と比べて採

貝・採藻、刺網の割合が

増え、釣、底びき網の割

合が減っています。

鳥取県の海面（中海を含む）

漁業の漁業経営体（世帯又は

事業所）数は５８６経営体で、

昭和５３年以降減少を続けてお

り、前回調査と比べて１２．４％

減少し、平成５年からの２５年

間で約半減しました。

漁業経営体が保有する漁船

隻数は６８０隻で、前回調査と

比べ１０．１％減少しました。
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漁業就業者の総数は、
１，１２５人で平成５年から
２５年間で５３．６％減少し
昭和５３年から約４０年間
で１/３の減少となりまし
た。
男性の内訳を見ると、
６０歳以上の割合が全体
の４２．５％と一番高くなっ
ています。

一方、３９歳以下の割合
は前回調査と比べ２．９ポ
イント増加しており、わず
かですが若年化の傾向が
うかがえます。

なお、漁業就業者に占め
る女性の割合は２．０％と
なっています。


